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１．はじめに

今日，学校関係者の様々な努力にもかかわらず，児童生徒の自尊感
情の低さ，他者への思いやりや倫理観の欠如が問題視されている．いじ
め，虐待やDV，自殺など，命に関わる問題が社会基盤を揺るがす大き
な問題となっている．こうした状況に鑑み，北海道教育大学教職大学院
では，2016年度より「命の教育プロジェクト」を開始した．北海道教育大
学では，本プロジェクト以前にも「いのちを大切にする教育」(2012年度
～)を推進してきたが，新プロジェクトでは，教職大学院としての組織的教
育実践研究として取り組んでおり，特に自殺総合対策推進センター(本橋
豊センター長)との連携を図り，北海道のみならず全国的な動向を見据え
つつ教育実践と研究を推進している点に特色がある．



２．命の教育プロジェクトの６つの柱
本プロジェクトでは，上記目標を達成するために，主要な教育実践研究につい

て，現在，次のように６つの柱を設定し取り組んでいる．

①人間形成と成長の基盤となる教育として，「心を育てる読書教育」
②日々の悩みや人間関係の軋轢等から自身を解放する「ストレスマネジメント教

育」
③苦難やストレスに耐え立ち向かう「レジリエンス教育」
④保健衛生に留意し健康被害を避け，体づくりや健康を促進する「健康教育」
⑤危険から身を守る「安全教育」
⑥自殺者を一人でも減少させる人間関係や社会基盤づくりを推進する「自殺総

合対策」

以上を，教職大学院講や教員免許状更新講習等，本院の教育研究活動に組
み込んでいる.

３．2018年度の主要実践と行事・事業等
(1) 「SOSの出し方教育」実践－「SOSの出し方を学ぼう」－

現在，若者の自殺総合対策の重要な教育として，厚生労働省と文部科
学省は「SOSの出し方に関する教育」を掲げ推進している.東京都足立区
が先進事例を公開しているが，われわれも北海道において実践している.

☛ この教育について、韓国訪問調査では紹介します。

(2) 「命の教育Yes/Noカード学習」－ホームページ上－
６つの柱に当たる内容「ストレスマネジメント教育」「レジリエンス教育」

「健康教育」「安全教育」「SOSの出し方・気づき方」「自殺総合対策」をクイ
ズにして，現在70問を作成.

(3)「命の教育プロジェクト2019－SOSの出し方・気づき方－」(2019年3月6日)
児童・生徒・若者が困った時や苦しい時に「 を発信」できるこ

と，また周囲の人がそれを素速く気づくことができるようにすること
を目標として開催する． 韓国への自殺対策調査を含む 同年 月 日～ 月 日



(4)「命の教育プロジェクト」ホームページでの成果公開
本プロジェクトの実践や行事・事業等については，随時，成果の

公開をホームページで行っている．

予告



(1)授業実践 １時限(45分～50分)で実施
内容構成
①自尊感情を高める「共有体験」に関するステージ
②SOSの出し方を教えるステージ

(2)実践の評価

近藤卓が開発した自尊感情の測定尺度に，調査の観点として必要な項目として，「誰でもここ
ろの調子が悪くなる可能性があると思います」「こころの調子が悪くなっても，助けを求めることが
できれば回復することができると思います」「まわりの人の心の調子が悪くなったとき，自分にでき
ることはあまりないと思います」の３つを加えて実施した. また，生徒には授業に対する記述をし
てもらった．

②実践者による実践省察－ビデオ録画等の活用

①アンケート調査による評価 「そばセット(SOBA-SET) 」

授業実践については，録画を行った．実践者による事前・事後討議を重ね，映像を確認したり，
学習者のアンケート記述なども踏まえて，教材や授業改善を図る．

４．「SOSの出し方を学ぼう」の授業実践

(1)授業実践－スライド紹介－

授業実践者 北海道教育大学教職大学院(札幌校) 井門正美，梅村武仁，川俣智路









電話による相談先SNSによる相談先(本発表では名称のみ)

・ チャイルドライン
・ いのちの電話
・ こころの健康相談統一ダイヤル
・ 子どもの人権１１０番

・ 一般社団法人 社会的包摂サポートセンター
・ 特定非営利活動法人 BONDプロジェクト
・ 特定非営利活動法人 地域生活支援ネットワークサロン
・ 特定非営利活動法人OVA
・ 特定非営利活動法人 チャイルドライン支援センタ－
・ 一般社団法人 日本いのちの電話連盟

・ 24時間子供SOSダイヤル
・ 法務局・地方法務局 子どもの人権110番
・ 都道府県警察の少年相談窓口
・ 児童相談所全国共通ダイヤル
・ 一般社団法人日本いのちの電話連盟



(2)実践の評価

授業前後の参加者の変化を測定するため，近藤(2013)が開発した自尊感情の測定尺度「そばセット（SOBA-SET）」を
使用し社会的自尊感情（SOSE）と基本的自尊感情（BASE）を実践の前後で測定した（それぞれの内容は表1を参照）.

さらにSOSの出し方に関する心理教育が定着したかを確認するために「19．誰でもこころの調子が悪くなる可能性があ
ると思います」「20．ころの調子が悪くなっても，助けを求めることができれば回復することができると思います」「21．まわ
りの人の調子が悪くなったとき，自分にできることはあまりないと思います（A)，21．こころの調子が悪くなったとき，学校
にいる大人はもちろん，保健師さんなど地域の信頼できる大人に相談することも有効だと思います（B)」など心理教育の
内容に則した３つの質問（３問目はB中学校が（A)，C中学校とD中学校が（B）を用いた）を４件法（とてもそう思う，そう思
う，そう思わない，全然そう思わない）で実践前後に調査した.

社会的自尊感情（ 基本的自尊感情（

• 認められ，見つめられることによって膨
らむ熱気球のように

• 他者との比較による相対的な優劣による
感情

• 体験と感情を共有することの繰り返しで
形成和紙を重ねていくように

• 比較ではなく絶対的な無条件の感情

表１ 社会的自尊感情と基本的自尊感情の説明（近藤(2013)を参照し作成）

①統計的調査結果

授業「SOSの出し方を学ぼう」実施後に，皆さ
んにご協力いただきたいアンケートがあります.こ
のアンケートは，授業「SOSの出し方を学ぼう」が
どれぐらいの成果を挙げたかどうかを確認するた
めのアンケートです.アンケートは任意で，5分程
度かかるものです.
このアンケートの結果は厳重に管理され，結果
は数値で集計されるため，記入した個人が特定
されることはありません.結果は数値データを学校
名が伏せられた状態で，学会，学術雑誌，研究グ
ループのWebサイトに公表する予定です.ご協力
いただける場合には，以下の質問項目にご回答
ください.よろしくお願いします.

「SOSの出し方を学ぼう」に関わるアンケートのお願い
北海道教育大学教職大学院
命の教育プロジェクト研究グループ

アンケート用紙の質問項目



授業実践はＡ市の市立Ｂ中学校の１学年127名，C中学校の２学年113名，D中学校２学年33名を対象に，
筆者らが授業者として実施した.参加者には事前に担任教員から「SOSの出し方に関する教育」の出前授業
があることが伝えられ参加の同意を得ている.

なおD中学校の実践時には地域の保健師に出席を依頼し，保健師が授業実践の中で簡単に相談先の紹
介を実施した.これは，地域の信頼できる大人の存在を強調することが重要であるとする足立区の実践を参
照し実践したものである.

３つの実践前の社会的自尊感情SOSE項目への有効回答数が211名，実践後の社会的自尊感情SOSE
項目への有効回答数が232名，実践前の基本的自尊感情BASE項目への有効回答数が218名，実践後の
基本的自尊感情BASE項目への有効回答数が233名であった.有効回答数が異なる理由は，そばセットによ
り回答の信頼性が低いと判断された質問紙を，および無回答のものを除外したためである.

社会的自尊感情SOSEの平均値は実施前が15.02点，実施後が15.06点となりほとんど変化は見られな
かった.基本的自尊感情BASEの平均値は実施前が19.99点，実施後が20.25点となりほとんど変化は見られ
なかった.

SOSの出し方についての知識が定着したかについて，実践前後で回答傾向に差があるかどうかカイ二乗
分析実施した.質問19は実践前が220名回答し実践後が236名回答，質問20は実践前が221名回答し実践後
が237名回答した.質問21(A)は実践前が106名回答し実践後が113名回答，質問21(B)は実践前が114名回
答し実践後が124名回答した.

質問19は図１のような結果となり実践後
に「とてもそう思う」が増加したものの，
有意な差は見られなかった（χ2 (3, 
N=456)= 3.03, n.s. ）.

質問21(B)に関しては，図3のように「とて
もそう思う」と答えた生徒が増加しており，
10％水準で有意な増加傾向が見られた
（χ2 (3, N=238)=6.32, p<.10 ）.したがって，
今回の授業実践において目的としてい
たＳＯＳの出し方に関する知識を生徒は
一定程度習得することができていること
が示唆された.

質問20に関して，図２のように「とてもそ
う思う」と答えた生徒が1％水準で有意
に増加していた（χ2 (3, N=458)=16.48, 
p<.01 ）.質問20に関して，図２のように
「とてもそう思う」と答えた生徒が1％水
準で有意に増加していた（χ2 (3, 
N=458)=16.48, p<.01 ）.



質問紙では「今日の講座で新しく学んだこと，印象に残ったことがあったら教えてください」という設問で自
由記述式で回答を求めた.87名の生徒から，「辛いときもまわりの人に相談すれば，少し心がかるくなること
を知った」，「命は大切だと知った」，「何かあったら相談することが大切だと思った」，「今日の講座でSOSの
時の対処方法とかがわかったので良かったです.」，「そうだんできるところがあんなにあるとはおもわたかっ
た」といった講座の目的を理解できたという内容の感想が記入されており，一定の成果を挙げたといえるも
のであった.

またD中学校の生徒の自由記述欄では，複数の生徒が「学校の先生以外に保健師さんという人がいるこ
とを初めて知った」「保健師さんに相談できることを知った」といった，保健師が参加したことについて記述し
た.これは，授業実践者だけではなく，地域のリソースとなる役割の人間が参加した方がより授業実践が効
果的であることを示唆しているとも考えられる.

②記述に関す分析

「ＳＯＳの出し方教育」の授業実践について、直接的に自己肯定感を高める機能は確認されなかったもの
の、授業実践により生徒がＳＯＳの出し方についての理解度が向上することが示唆された.また、地域の支
援に関わる役割の人間が参加することにより、よりその理解が具体的になりよい影響があることも推測され
た.

現在，共有体験の教材として「つみきのいえ」を使っているが、街が海面の上昇で埋まっていくストーリー
である．そのため，「父の実家が津波で流された」といった発言をした生徒がいた．津波の被害を受けた地
域での実践には，本教材は使えないと判断している．目下，別な教材も探しているところである．

今後も継続して，北海道各地で実践する予定であり，我々の教材を使った別な実践者(教師による実践
を促進しようと考えている．

③成果と課題

韓国の皆様と協力し合って、児童生徒や若者
の命を守り、彼らの健やかな成長を促進するた
めの教育・啓発活動を進めたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

韓国調査メンバー 井門正美 北海道教育大学教職大学院教授・院長
橋本忠和 北海道教育大学教職大学院教授
杉本任士 北海道教育大学教職大学院准教授

韓国版作成・翻訳者 李在原 シニア・コンサルタント


